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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

撫
養
街
道

第
15
回

は
じ
め
に

　

美
馬
市
は
、
徳
島
県
の
西
部
に
位
置

し
て
お
り
、
市
の
ほ
ぼ
中
央
を
東
西
に

「
四
国
三
郎
」の
別
名
を
持
つ「
吉
野
川
」

が
、
ま
た
、
南
北
に
は
、
日
本
百
名
山

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る「
剣
山
」を
源
流

と
す
る
日
本
一
の
清
流「
穴
吹
川
」が
流

れ
て
お
り
、
清
ら
か
な
水
と
豊
か
な
緑

に
囲
ま
れ
た
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
ま

ち
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
歴
史
的
な
資
源
も
豊
富
で
、

江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
藍
で
栄
え
た

当
時
を
し
の
ば
せ
る
家
々
が
軒
を
連

ね
、
昭
和
63
年
12
月
に
国
の
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て

い
る
「
う
だ
つ
の
町
並
み
」
を
は
じ
め
、

古
都
の
趣
を
感
じ
さ
せ
る
山
門
が
そ
び

え
、
堂
々
た
る
伽
藍
が
建
ち
並
ぶ
「
寺

町
」の
ほ
か
、
国
指
定
史
跡
の「
段
の
塚

穴
」「
郡こ
お
ざ
と
は
い
じ

里
廃
寺
跡
」な
ど
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
撫む

や養
街
道
沿
い
に
位
置

し
て
お
り
、
こ
う
し
た
街
道
が
地
域
の

歴
史
や
文
化
を
は
ぐ
く
み
、
人
々
の
営

み
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

「
撫
養
街
道
」

　

撫
養
街
道
は
、
江
戸
時
代
に
、
徳
島

藩
の
藩
祖
で
あ
る
蜂
須
賀
家
政
に
よ
り

整
備
さ
れ
た「
阿
波
の
五
街
道
」の
一
つ

で
あ
る
。
吉
野
川
の
北
岸
を
通
る
た
め

川
北
街
道
と
も
呼
ば
れ
、
現
在
の
徳
島

県
鳴
門
市
か
ら
吉
野
川
北
岸
を
西
走

し
、
阿
波
池
田
を
経
由
し
て
、
愛
媛
県

の
川
之
江
ま
で
の
67
・
３
㎞
の
街
道
で

あ
る
。

　

吉
野
川
流
域
を
東
西
に
結
ぶ
四
国
東

部
の
重
要
な
道
で
あ
り
、
古
来
よ
り
、

人
・
物
・
技
術
な
ど
が
盛
ん
に
行
き
来

し
、
四
国
の
玄
関
口
と
し
て
栄
え
た
街

道
で
あ
る
。

か
つ
て
の
繁
栄
を
物
語
る 

「
う
だ
つ
の
町
並
み
」

　

本
市
の
東
側
に
位
置
す
る
脇
町
の

「
う
だ
つ
の
町
並
み
」は
、
撫
養
街
道
と

讃
岐（
香
川
県
）へ
の
街
道
が
交
差
す
る

交
通
の
要
衝
に
あ
り
、
さ
ら
に
吉
野
川

に
面
す
る
た
め
舟
運
の
利
用
に
も
適
し

た
位
置
に
あ
る
。

　
「
う
だ
つ
の
町
並
み
」
は
、
脇
城
の
城

下
町
と
し
て
成
立
し
、
藍
の
集
散
地
と

し
て
繁
栄
し
た
も
の
で
、
現
在
は
明
治

時
代
頃
の
も
の
を
中
心
と
し
て
江
戸
中

期
〜
昭
和
初
期
の
85
棟
の
伝
統
的
建
造

物
が
建
ち
並
ん
で
お
り
、
近
世
・
近
代

の
景
観
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
町
並
み
の
大
き
な
特
徴
は
、
町

豊
か
な
自
然
と
悠
久
の
歴
史
に
培
わ
れ
た 

文
化
が
薫
る「
ま
ほ
ろ
ば
」の
道

美み

ま馬
市
長（
徳
島
県
）　
牧ま

き

た田
　
久ひ

さ
し

うだつの町並み

郡里廃寺跡の出土鎧瓦
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家
の
両
端
に
本
瓦
葺
き
で
漆し

っ
く
い喰
塗
り
の

「
う
だ
つ
」が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ

り
、「
う
だ
つ
」は
、
当
初
、
防
火
の
目

的
で
造
ら
れ
た
が
、
設
置
に
多
額
の
費

用
を
要
し
た
こ
と
か
ら
装
飾
の
意
味
が

強
く
な
り
、
次
第
に
富
や
成
功
の
証
の

象
徴
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
司
馬
遼
太
郎
著
の
「
街
道
を

ゆ
く
」に
お
い
て
、「
阿
波（
徳
島
県
）の

よ
さ
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
脇
町
に
尽

き
る
の
で
は
」
と
「
う
だ
つ
の
町
並
み
」

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

今
も
息
づ
く
古
い
に
し
えの
文
化

　

本
市
の
西
側
の
撫
養
街
道
沿
い
に
位

置
す
る「
郡
里
廃
寺
跡
」は
、
白
鳳
時
代

に
建
て
ら
れ
た
県
内
最
古
の
寺
院
跡
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
、
塔

跡
、
金
堂
跡
や
寺
域
が
判
明
し
て
お

り
、
塔
と
金
堂
を
東
西
に
並
べ
た
法
起

寺
式
伽
藍
配
置
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
て
い
る
。

　

出
土
物
と
し
て
、
瓦（
素
弁
蓮
華
文
、

単
弁
蓮
華
文
等
）、
須
恵
器
、
青
銅
器

な
ど
あ
り
、
こ
れ
ら
は
白
鳳
期
か
ら
奈

良
時
代
に
か
け
て
地
元
の
窯
で
焼
か
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
郡
里
廃
寺
跡
」
周
辺
に
は
、

郡
を
治
め
る
役
所
で
あ
る
郡ぐ
ん
が衙

を
示
唆

す
る
地
名
で
あ
る「
郡
里
」や
交
通
の
要

衝
で
あ
る
駅
家
の
存
在
を
示
唆
す
る

「
駅
」「
馬
次
」と
い
っ
た
地
名
が
存
在
し

て
い
る
。

　
「
郡
里
廃
寺
跡
」
の
す
ぐ
近
く
に
は
、

い
く
つ
も
の
寺
院
が
建
ち
並
び
歴
史
情

緒
に
あ
ふ
れ
る「
寺
町
」が
あ
り
、
そ
の

寺
院
の
一
つ
で
あ
る
願
勝
寺
の
本
堂
裏

に
は
、
南
北
朝
時
代
に
作
ら
れ
た
四
国

最
古
級
の
枯
山
水
の
庭
園
が
あ
る
。

　

ま
た
、
周
辺
に
は
古
墳
時
代
に
築
か

れ
た「
段
の
塚
穴
」と
い
わ
れ
る
２
つ
の

古
墳（
太
鼓
塚
古
墳
、
棚
塚
古
墳
）も
あ

り
、
古
の
文
化
や
歴
史
が
身
近
に
楽
し

め
る
。

「
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」

　

こ
う
し
た
撫
養
街
道
沿
い
の
文
化
財

や
史
跡
は
、
本
市
の
貴
重
な
財
産
で
あ

り
、
地
域
の
活
性
化
に
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
地
域
資
源
で
あ
る
多
様
で

豊
か
な
景
観
・
自
然
・
歴
史
・
文
化
を

大
切
に
継
承
し
、
街
道
を
通
じ
た
、「
訪

れ
る
人
」と「
迎
え
る
地
域
」の
豊
か
な

交
流
に
よ
る
、
共
創
と
協
働
に
よ
る
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

願勝寺の枯山水（四国では最古級の池泉式枯山水の庭園）

段の塚穴（四国では最大級の横穴式石室を持つ）

　

撫
養
街
道
は
、
土
佐
街
道
、
伊
予
街
道
、

讃
岐
街
道
、
淡
路
街
道
と
と
も
に
、
徳
島
城

の
鷲
の
門
を
起
点
と
し
た
阿
波
五
街
道
の
一

つ
で
あ
る
。

　

こ
の
街
道
は
撫
養
（
鳴
門
市
）
か
ら
出
発

し
、
州
津
の
渡
し（
三
好
市
池
田
町
）で
南
岸

に
移
っ
て
か
ら
、
伊
予
街
道
と
合
流
し
て
伊

予
国
境
に
至
る
、
阿
波
国
の
基
幹
道
路
で

あ
っ
た
。
伊
予
街
道
と
合
流
す
る
ま
で
の
間

の
渡
し
場
は
撫
養
林
崎
の
１
カ
所
だ
け
で

あ
っ
た
。

　

撫
養
街
道
か
ら
は
、
讃
岐
国
へ
抜
け
る
宮

河
内
越
え
や
日
開
谷
越
え
、
曽
江
谷
越
え
な

ど
大
小
複
数
の
峠
道
が
伸
び
て
各
地
と
を
結

ん
で
お
り
、
阿
波
国
北
部
の
主
要
道
路
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

一
口
メ
モ

撫養街道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

阿
波
藍
の
交
易
路　

撫
養
街
道


